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鈴 木 陽 一 

SUZUKI Yôiti 

 

最終所属部局 電気通信研究所 

役職 教授 

生年月日 昭和 29 年（1954 年）1 月 11 日 

最終出身大学･学

部･学科（卒業年月） 

東北大学工学部電気工学科卒業（1976 年 3 月） 

最終出身大学院･学

部･学科（修了年月） 

東北大学大学院工学研究科博士課程後期 3 年の課程 

電気及通信工学専攻修了（1981 年 3 月） 

取得学位 工学博士（1981 年 3 月 25 日）「複合音のマスキングに関する研究」 

職歴 東北大学電気通信研究所助手 

東北大学大型計算機センター助教授 

東北大学電気通信研究所助教授 

東北大学電気通信研究所教授 

東北大学電気通信研究所副研究所長 

東北大学情報シナジー機構長 

東北大学総長特別補佐 

東北大学教育研究評議員 

 

仙台電波高専非常勤講師 

宮城学院女子大学非常勤講師 

    〃   

ミュンヘン工科大学客員研究員 

国立特殊教育総合研究所客員研究員 

国立研究開発法人情報通信研究機構耐

災害 ICT センター 特別招へい研究員 

国立研究開発法人情報通信研究機構耐

災害 ICT センター センター長  

1981 年 4 月－1987 年 5 月 

1987 年 6 月－1989 年 6 月 

1989 年 7 月－1999 年 7 月 

1999 年 8 月－2019 年 3 月 

2007 年 4 月－2010 年 3 月 

2008 年 4 月－2017 年 3 月 

2012 年 5 月－2017 年 3 月 

2013 年 4 月－2016 年 3 月 

 

1986 年 4 月－1990 年 3 月 

1987 年 4 月－1991 年 3 月 

1992 年 4 月－2002 年 3 月 

1991 年 3 月－1992 年 1 月 

1994 年 10 月－1996 年 1 月 

 

2017 年 5 月－現在 

 

2017 年 11 月－現在 

 

 

<研究活動に関する情報> 

専門分野 

音響情報処理，聴覚情報処理過程，マルチモーダル感覚情報処理過程，ディジタル信号処理 

 

研究課題 

1. ヒトの聴覚系およびマルチモーダル感覚系における情報処理過程の研究 

2. ディジタル音信号のセキュアなネットワーク通信に関する研究 

3. 3 次元音空間情報の解析，通信及び音像定位制御法の研究 
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4. 次世代補聴処理システムの研究 

5. 環境音の計測・評価・予測手法の研究 

 

所属学会 

日本音響学会，日本バーチャルリアリティ学会(フェロー)，電子情報通信学会(フェロー)，

情報処理学会，騒音制御工学会，日本聴覚医学会，日本耳科学会，日本機械学会， 日本感

性工学会，米国音響学会(フェロー)，IEEE，韓国音響学会(国際名誉会員) 

 

学会活動（委員・役職等） 

(社)日本音響学会編集委員 1989 年 5 月－2005 年 5 月 

(社)日本音響学会評議員  1991 年 5 月－1995 年 5 月 

   〃   2011 年 5 月－2013 年 5 月 

(社)日本音響学会監事 2017 年 5 月－現在 

(社)日本音響学会理事 2001 年 5 月－2011 年 5 月 

   〃    2013 年 5 月－現在 

(社)日本音響学会出版委員会委員  1993 年 5 月－現在 

(社)日本音響学会聴覚研究委員会 副委員長 1994 年 4 月－1996 年 3 月 

(社)騒音制御工学会技術部会委員  1995 年 5 月－2000 年 5 月 

(社)日本音響学会編集委員 会誌部会副主査   1995 年 5 月－1997 年 5 月 

(社)日本音響学会理事・研究発表委員会委員長 1995 年 5 月－1997 年 5 月 

(社)日本音響学会編集委員 会誌部会主査 1997 年 5 月－1999 年 5 月 

(社)日本音響学会編集委員 論文部会主査 1999 年 5 月－2001 年 5 月 

(社)騒音制御工学会理事  2000 年 5 月－2004 年 5 月 

   〃    研究部会長 2002 年 5 月－2004 年 5 月 

(社)日本音響学会副会長  2001 年 5 月－2003 年 5 月 

(社)日本音響学会編集委員会委員長・論文部会主査 2003 年 5 月－2005 年 5 月 

(社)日本音響学会聴覚研究委員会 委員長 2004 年 4 月－2005 年 5 月 

   〃    2012 年 5 月－2014 年 5 月 

(社)日本音響学会聴力保護のための調査研究委員会 委員

長 

2005 年 5 月－2007 年 5 月 

(社)日本音響学会会長 2005 年 5 月－2007 年 5 月 

日本 VR 学会評議員 2006 年 4 月－2014 年 3 月 

日本 VR 学会大会長  2006 年 9 月大会（仙台） 

(社)電子情報通信学会マルチメディア情報ハイディング

（MIH）研究会（第 2 種研究会） 

創立発起人・委員 

副委員長  

顧問 

 

 

2013 年 1 月－2013 年 3 月 

2008 年 4 月－2009 年 3 月 

2009 年 4 月－2011 年 3 月 

(社)電子情報通信学会画像工学研究会委員 2007 年 4 月－2011 年 3 月 

(社)日本音響学会出版委員長 2007 年 5 月－現在 



 

 

3 

日本 VR 学会情報技術と文化の融合調査研究委員会副委

員長 

2016 年 7 月－現在 

(社)電子情報通信学会マルチメディア情報ハイディン

グ・エンリッチメント研究会 (EMM)  顧問 

2011 年 4 月－現在 

(社)日本音響学会学術委員長 2013 年 5 月－2015 年 5 月 

(社)日本音響学会「災害等非常時屋外拡声システムの在り

方に関する技術調査研究委員会」 委員長  

2013 年 1 月－現在 

日本 VR 学会理事 2014 年 4 月－2017 年 3 月 

 

国際会議運営活動 

1994 騒音制御工学会議(INERNOISE 94)組織委員会事務局

長 

1999 年 9 月，横浜 

第 7 回西太平洋地区音響学会議(WESTPRAC VII)組織委員

会論文委員長 

2000 年 10 月，熊本 

2002 年日中音響学会議共同議長 (JCA2002)  2002 年 11 月，南京 

2004 年国際音響学会議(ICA 2004)組織委員会広報委員長 

        同      論文委員会副委員長 

2004 年 4 月，京都 

第 4 回日米合同音響学会共同議長 2006 年 11 月，ホノルル 

2007 年日中音響学会議共同議長 (JCA2007)   2007 年 6 月，仙台 

空間音響の基礎と応用国際ワークショップ 2009 

(IWPASH200)共同議長 

2009 年 11 月，蔵王 

多感覚国際フォーラム 2011 (IMRF2011)議長 2011 年 6 月，仙台 

多感覚国際フォーラム 2012 (IMRF2012)組織委員 2012 年 6 月，オクスフォード 

多感覚国際フォーラム 2013 (IMRF2013)組織委員 2013 年 6 月，エルサレム 

多感覚国際フォーラム 2014 (IMRF2014)組織委員 2014 年 5 月，アムステルダム 

Forum Acusticum2014 組織委員 2014 年 9 月，クラクフ 

多感覚国際フォーラム 2016 (IMRF2016)組織委員 2016 年 6 月，北京 

IIH-MSP 2016 組織委員  2016 年 11 月，高雄 

ユニバーサル音コミュニケーション国際シンポジウム議長 2018 年 10 月，仙台 

 

学術受賞 

日本音響学会粟屋潔学術奨励賞「周期性広帯域音の定位に及ぼす妨害音

の影響」 

1986 年 3 月 

日本音響学会佐藤論文賞「ラウドネス補償を有するディジタル補聴器の

一構成法」  

1992 年 3 月 

日本音響学会佐藤論文賞「Influence of interfering noise on the sound 

localization of a pure tone」 

1994 年 3 月 

1 ビット技術応用アイディア 優秀賞 [1 ビットオーディオコンソーシア

ム]「１ビットオーディオ用音響秘密分散法」 

2003 年 12 月 

米国音響学会 Fellow 2004 年 11 月 
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FIT2005 船井ベストペーパー賞「仮想音環境のための頭部伝達関数コー

パス」   

2005 年 9 月 

KES2005 Best paper award「Audio CoFIP(COntetns Fingerprinting) Robust 

against Collusion Attack」 

2005 年 9 月 

JCA2007 Best paper award 「Japan-China Joint Conference on Acoustics 

(JCA2007) Best Paper Award」 

2007 年 6 月 

東北総合通信局長電波の日・情報通信月間表彰「音情報の高信頼高品質

ネットワーク通信技術の開発」 

2007 年 6 月 

韓国音響学会国際名誉会員 2005 年 11 月 

日本 VR 学会フェロー  2011 年 3 月 

電子情報通信学会フェロー 2011 年 9 月 

日本 VR 学会論文賞「臨場感の素朴な理解」 2011 年 9 月 

東北総合通信局長電波の日・情報通信月間表彰「東北地域における地域

情報化及び情報通信の普及促進に尽力するとともに地域における情報通

信の普及発展に多大な貢献」 

2013 年 6 月 

FIT2013 船井ベストペーパー賞「回転運動する聴覚刺激が回転ベクショ

ン感覚に及ぼす影響」 

2013 年 9 月 

IIH-MSP2013 Best paper award「Auditory space perception during active and 

passive self-motion」  

2013 年 10 月 

東北大学情報科学研究科研究科教育賞「情報科学研究科における教育に

多大な貢献」 

2014 年 3 月 

志田林三郎賞（情報通信月間推進協議会）「多年にわたるマルチモーダ

ル感覚情報の処理過程の解明及びディジタル信号処理を用いた立体音

響技術の高度化など，臨場感を持ったコミュニケーションの実現に繋が

る研究活動によって，情報通信の発展に対して多大な貢献」 

2014 年 6 月 

IIH-MSP2015 Best Paper Award 「A compact representation of the head-related 

transfer function inspired by the wavelet transform on the sphere」 

2015 年 9 月 

平成 28 年文部科学大臣表彰科学技術賞「聴覚知覚過程に根ざした高臨場

感音情報処理技術に関する研究」 

2016 年 4 月 

日本音響学会佐藤論文賞 「Sound space recording and binaural presentation 

system based on a 252-channel microphone array」 

2017 年 3 月 

EC2017 ベストペーパー賞「視聴覚コンテンツの音情報から生成した振

動の高次感性促進効果」 

2017 年 9 月 

 

特許 

「補聴器システム」 

 登録番号: JPH0834652B2 1996 年 3 月 29 日登録 

「インパルス応答の測定方法」 

 登録番号: JP2725838B2 1998 年 3 月 11 日登録 

「音場制御システム」 

 登録番号: JP4827300B2 2001 年 1 月 30 日登録 
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「振動インテンシティ計測方法および装置」 

 登録番号: JPH3229056B2 2001 年 11 月 12 日登録 

「Digital watermark system」 

 登録番号: US7277871B2 2002 年 3 月 11 日登録 

「Digital watermark system」 

 登録番号: GB2386526B 2004 年 2 月 25 日登録 

「Electronic watermark system (電子透かしシステム)」 

 登録番号: JP3554825B2 2004 年 8 月 18 日登録 

「電子透かしシステム、電子透かし埋込装置および電子透かし検出装置」 

 登録番号: JP3627022B2 2005 年 3 月 9 日登録 

「音処理装置、音処理方法および音処理プログラム」 

 登録番号: JP4126025B2 2008 年 7 月 30 日登録 

「超音波を用いた位置検出装置」 

 登録番号: JP4287315B2 2009 年 7 月 1 日登録 

「通信聴取システム」 

 登録番号: JP4475468B2 2010 年 6 月 9 日登録 

「救助要請通信システム」 

 登録番号: JP4486922B2 2010 年 6 月 23 日登録 

「聴音装置」 

 登録番号: JP4543014B2 2010 年 9 月 15 日登録 

「骨伝導スピーカ」 

 登録番号: JP4558526B2 2010 年 10 月 6 日登録 

「秘話通信システム、秘話送信装置、秘話受信装置および秘話通信方法」 

 登録番号: JP5079286B2 2012 年 2 月 11 日登録 

「データ通信方法、データ通信システムおよびデータ通信プログラム」 

 登録番号: JP4911385B2 2012 年 4 月 4 日登録 

「音空間再合成提示システム」 

 登録番号: JP4956722B2 2012 年 6 月 20 日登録 

「放射指向特性推定方法とその装置とプログラム」 

 登録番号: JPH5376173B2 2013 年 12 月 25 日登録 

「再生信号生成装置、再生信号生成方法及びプログラム」 

 登録番号: JP5737592B2 2015 年 6 月 17 日登録 

「音場収音再生装置、方法及びプログラム」 

 登録番号: JP5741866B2 2015 年 7 月 1 日登録 

「トランスオーラルシステム」 

 登録番号: JP5754595B2 2015 年 7 月 29 日登録 

「音場収音再生装置、方法及びプログラム」 

 登録番号: JP5831910B2 2015 年 12 月 9 日登録 

「音場収音再生装置、方法及びプログラム」 

 登録番号: JP5954713B2 2016 年 7 月 20 日登録 

「音場平面波展開方法、装置及びプログラム」 

 登録番号: JP6044043B2 2016 年 8 月 26 日登録 
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競争的資金獲得状況 

⚫ 文部科学省科学研究費（研究代表者のみ） 

奨励研究(A) 1985 年 騒音のレベル計測における純音補正と衝撃音補正

の研究 

奨励研究(A) 1987 年 音のマスクトスペクトルの基礎的研究 

一般研究(C) 1989 年 ディジタル信号処理を用いた無歪自由音場のリア

ルタイム制御 

一般研究(C) 1990 年－1991 年 多センサを用いた振動インテンシティの直接計測

手法の研究 

一般研究(C) 1993 年 伝達関数の多点同時模擬による音空間制御に関す

る研究 

一般研究(B) 1994 年－1995 年 両耳効果ディジタル補聴システムに関する研究 

基盤研究(C) 1996 年 聴覚系内スペクトルの補償に基づくディジタル補

聴アルゴリズムの研究 

基盤研究(C) 1998 年－1999 年 3 次元音空間の動的知覚過程の解明 

基盤研究(C) 2000 年－2001 年 マルチモーダル環境下における 3 次元音空間知覚

過程の解明 

基盤研究(B) 2002 年－2004 年 マルチモーダル環境に適合した高精度 3 次元音空

間創成システムの構築 

萌芽研究 2003 年－2004 年 自己運動感覚の考慮による高感性 3 次元マルチモ

ーダル空間提示システムの構築可能性 

萌芽研究 2005 年－2007 年 圧縮された音楽信号の原音修復に関する研究 

特別推進研究 2007 年－2011 年 マルチモーダル感覚情報の時空間統合 

基盤研究(A) 2012 年 4 月 

－2015 年 3 月 

高精細３次元音空間情報のセンシングとディスプ

レイ技術の開発 

挑戦的萌芽研

究 

2012 年 4 月 

－2015 年 3 月 

視聴覚話者情報がもつ音韻・感性情報の分析とクロ

スモーダル推定・合成手法の模索 

挑戦的萌芽研

究 

2014 年 4 月 

－2017 年 3 月 

無意識な微小頭部運動は音空間感性知覚に影響を

及ぼすか 

基盤研究(A) 2016 年 4 月 

－2019 年 3 月 

ADVISE理論に基づく自由聴取点高精細3次元音空

間システムの開発 

挑戦的研究(萌

芽) 

2017 年 4 月 

－2020 年 3 月 

目立つ音を目立たせずに創る－トップダウン聴覚

情景分析で音環境に優しいサイン音－ 

 

 

⚫ その他（研究代表者のみ） 

国際共同研究助成事

業 

2000 年 

－2003 年 

2 次元等ラウドネス曲線の全聴野精密決定 

革新的技術開発研究

推進費 

2000 年 

－2003 年 

ディジタル音信号用高性能電子透かしの開発 

地域新生コンソーシ

アム研究開発事業 

2004 年 

－2005 年 

高精度聴覚ディスプレイ技術を用いた視覚障害者用

訓練機器の開発 



 

 

7 

知的クラスター 2005 年 

－2008 年 

インテリジェントユニバーサルコミュニケーション

に関する研究 

戦略的情報通信研究

開発推進制度 

2006 年 

－2009 年 

音情報の高信頼高品質ネットワーク通信技術の開発 

日中韓フォーサイト

事業 

2011 年 

－2016 年 

次世代ネットワークにおける超臨場感音響相互通信

の実現 

 

 

<教育活動に関する情報> 

⚫ 工学部専門教育 

電磁気学Ⅰ，電磁気学 A 1987 年－2009 年 

電磁気学基礎論 2009 年－2019 年 

電磁気学演習 1981 年－2019 年 

計算機アーキテクチャ 1996 年－2003 年 

数値解析 2004 年－2005 年 

システム生理学 2012 年－2017 年 

現代学問論 2018 年－2019 年 

工学研修 A 1981 年－1996 年 

工学研修 B 1981 年－1996 年 

情報工学セミナー 1997 年－2009 年 

情報工学卒業研修 1997 年－2009 年 

知能コンピューティングセミナー 2010 年－2017 年 

情報知能システム総合学卒業研修 2010 年－2017 年 

情報工学セミナー 2018 年－2019 年 

電気情報物理工学卒業研修 2018 年－2019 年 

 

⚫ 大学院教育科目 

音情報科学 1993 年－2019 年 

音メディア工学（工学研究科） 2005 年－2019 年 

学際情報科学論 2011 年 

システム情報科学研修 A 1993 年－2019 年 

システム情報科学研修 B 1993 年－2019 年 

博士基盤研修 1998 年－2019 年 

博士専門研修 A 1993 年－2019 年 

博士専門研修 B 1993 年－2019 年 

博士ゼミナール 1993 年－2019 年 

 

 

<大学運営に関する情報>大学委員 

⚫ 学内委員（主要なもの） 

人事プロセス検討委員会委員 2008 年－2016 年 

東北大学百周年記念会館運営委員 2008 年－2019 年 
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東北大学出版会評議員 2009 年－2019 年 

東北大学サイバーサイエンスセンター大規模科学計算シス

テム全国共同利用連絡会議委員 

2008 年－2019 年 

情報シナジー機構情報システム利用連絡会議委員 2007 年－2016 年 

情報シナジー機構運営専門委員会委員 2005 年－2010 年 

サイバーサイエンスセンター運営専門委員会委員 2011 年－2019 年 

新キャンパス計画策定チーム委員 2007 年－2012 年 

運輸交通専門委員会ＷＧ委員 2007 年 

研究倫理専門委員会委員 2007 年－2008 年 

片平キャンパス整備委員会委員 2010 年－2012 年 

軍事関係機関からの研究公募等に関する対応検討 WG 委員 2016 年－2017 年 

個人情報保護委員会委員 2017 年－2019 年 

 

⚫ 電気・情報系内委員（主要なもの） 

人事プロセス検討委員会委員 2003 年－2004 年 

9 人委員会委員 2010 年－2015 年 

電気系学部・大学院カリキュラム検討委員会委員 2003 年 

進路指導委員会委員 2004 年, 2017 年－ 

2019 年 

工学研究会運営検討委員会委員 2005 年－2007 年 

東北大学電気・情報系産学連携委員会委員 2012 年－2019 年 

運営連絡会議委員 2007 年－2009 年 

教育広報企画室運営委員会委員 2007 年 

電気・情報系将来構想委員会委員 2007 年－2009 年 

 

⚫ 情報科学研究科内委員（主要なもの） 

研究企画委員会委員 2007 年 

編集委員会委員 2009 年－2019 年 

 

⚫ 電気通信研究所内委員（主要なもの） 

IT21 センター運営委員会委員 2003 年－2019 年 

共同利用委員会委員 2003 年－2008 年 

共同プロジェクト研究委員会委員 2009 年－2015 年 

共同プロジェクト実施委員会委員 2003 年－2004 年，2008

年 

共同プロジェクト選考委員会委員 2010 年－2013 年 

通研将来計画委員会委員 2003 年－2012 年 

やわらかい情報システム研究センター運営委員 2003 年－2019 年 

動物実験委員会委員 2003 年－2009 年 

人間対象の研究に関する倫理委員会委員 2003 年－2019 年 

研究企画戦略室幹事 2004 年－2005 年 

環境委員会委員 2004 年 
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工場運営委員会委員 2004 年－2005 年 

運営会議委員 2005 年－2009 年 

建物環境委員会委員 2005 年－2010 年 

部門長 2005 年，2013 年－2014

年 

所長会議構成員 2007 年－2009 年, 

2013 年－2015 年 

評価委員会委員 2007 年－2009 年, 

2013 年－2015 年 

研究企画委員会委員 2007 年－2012 年 

通研移転対応プロジェクト委員会委員長 2007 年－2010 年 

新棟建設検討委員会委員 2011 年－2019 年 

〃    委員長 2012 年 

評価責任者（部局） 2007 年－2009 年 

通研人事委員会委員 2010 年－2015 年 

〃    委員長 2013 年－2015 年 

 

 

<社会活動に関する情報> 

⚫ 行政機関・企業．NPO 等参加 

仙台市公害対策審議会騒音部専門委員 1990 年 4 月－1995 年 3 月 

仙台市公害対策審議会騒音部専門委員 

（仮称）仙台市音楽堂基本計画策定検討委員会建設計画

専門部会委員 

1990 年 4 月－1995 年 3 月 

文部省・大学の理工系分野の魅力向上に関する懇談会メ

ンバー 

1993 年度－1994 年度 

仙台市環境影響評価審査会委員 1999 年 2 月－2007 年 2 月 

石田財団評議員 1999 年 6 月－2008 年 5 月 

仙台市環境影響評価審査会委員会長  2003 年 2 月－2007 年 2 月 

宮城県環境審議会委員  2000 年 8 月－2008 年 7 月 

財団法人 科学技術広報財団 「サイエンス・レンジャー」

育成プログラム開発に関する検討委員会委員 

2000 年 4 月－2001 年 3 月 

九州芸術工科大学外部評価委員 2001 年 4 月－2002 年 3 月 

NEDO 提案公募評価者  2002 年 4 月－現在 

仙台市環境審議会委員 2004 年 4 月－2014 年 3 月 

文部科学省科学技術・学術審議会専門委員（情報科学技

術委員会） 

2005 年 1 月－2011 年 1 月 

総務省情報通信審議会専門委員 2005 年 1 月－2009 年 1 月 

仙台市環境審議会副会長 2006 年 4 月－2014 年 3 月 

超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム 

(URCF) 音響分科会主査 

2007 年 3 月－2012 年 6 月 
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宮城県環境影響評価技術審査会委員 2008 年 1 月－2016 年 12 月 

超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム 

(URCF) 会長 

2012 年 6 月－2016 年 6 月 

石田（實）記念財団理事 2008 年 6 月－現在 

日本放送協会放送技術研究所研究アドバイザー 2008 年 4 月－2013 年 3 月 

総務省情報通信審議会委員 2009 年 1 月－2017 年 1 月 

    〃         ITU 部会長 2011 年 1 月－現在 

    〃         委員技術分科会分科会長代理 2015 年 1 月－2017 年 1 月 

日本学術会議連携会員 2011 年 10 月－2017 年 12 月 

宮城県仙台第一高等学校 SSH 運営指導委員長 2012 年 4 月－現在 

宮城県女川町ＩＣＴ復興街づくり検討会座長  2013 年 1 月－2013 年 3 月 

日本放送協会技術委員会委員 2013 年 4 月－現在 

財団法人みやぎ産業科学振興基金評議員 2013 年 5 月－現在 

 

⚫ オープンキャンパス・研究所公開等 

オープンキャンパス模擬講義（公開授業，講演） 2016 年 7 月 

東北大学サイエンスカフェスペシャル東北大学百周年

記念会館第 15 回公共建築賞受賞記念（公開授業，講演） 

2016 年 10 月 
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業績リスト 

 

I. 著書・編書 

1. ２チャンネルＦＦＴアナライザ活用マニュアルⅠ 

  日本プラントメンテナンス協会, ISBN4-88956-009-2 (1985). 

  城戸健一編（分担執筆） 

2. ２チャンネルＦＦＴアナライザ活用マニュアルⅡ 

  日本プラントメンテナンス協会, ISBN4-88956-010-6 (1985). 

  城戸健一編（分担執筆） 

3. ＣＰ／ＭとＭＳ－ＤＯＳ 

  共立出版, ISBN4-320-02333-1 (1987). 

  鈴木陽一 

4. はじめて学ぶＧＫＳ -国際標準コンピュータグラフィックスことはじめ- 

  共立出版, ISBN4-320-02565-2 (1991).  

  鈴木陽一 

5. 新編 感覚･知覚 心理学 ハンドブック 

  誠信書房, ISBN4-414-30503-9 (1993). 

  大山正，今井省吾，和気典二 編（刊行委員会幹事, 分担執筆）pp. 1057-1063 

6. 音のなんでも小辞典 

  講談社, ISBN4-06-257150-1 (1996). 

  日本音響学会編（分担執筆） 

7. Ｃによる情報処理入門 

  昭晃堂, ISBN4-7856-3106-6 (1997). 

  阿曽 弘具編（分担執筆） 

8. 騒音制御工学ハンドブック 

  技報堂出版, ISBN 4-7655-2009-9 (2001).  

  日本騒音制御工学会編（分担執筆）4.1.“聴覚”pp161-165 

9. 個性の輝くコミュニケーション -21 世紀の夢- 

  東北大学出版会, ISBN 4-7655-2009-9 (2001).  

  （分担執筆）4.1 pp. 222-252 

10. 親密度別単語了解度試験用音声データベース（FW03） 

  NTT アドバンステクノロジ株式会社 (2003) 

  天野成昭，近藤公久，坂本修一，鈴木陽一 

11. 新版音響用語辞典 

  コロナ社, ISBN 4-339-00755-2 (2003) 

  日本音響学会編（分担執筆） 
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12. 超臨場感システム 

 オーム社，ISBN 978-4-274-20872-0 (2010) 

 映像情報メディア学会編（分担執筆）pp. 138-147 

13. バーチャルリアリティ学 

 工業調査会, ISBN 978-4-7693-5138-2 (2010) 

 日本バーチャルリアリティ学会編（分担執筆）pp. 110-114 

14. Principles and applications of spatial hearing 

 World Scientific (2011) 

 Yôiti Suzuki, Douglas Brungart, Yukio Iwaya, Kazuhiro Iida, Densil Cabrera, and Hiroaki Kato 

編                       

15. 音響学入門（音響入門シリーズ） 

  コロナ社, ISBN 978-4-339-01301-6 (2011) 

  日本音響学会編（鈴木陽一，赤城正人，伊藤彰則，佐藤洋，苣木禎史，中村健太郎） 

16. 聴覚モデル（音響サイエンスシリーズ 3 ） 

  コロナ社, ISBN 978-4-339-01323-8 (2011) 

  日本音響学会編（分担執筆） 

17. 音と時間（音響入門シリーズ） 

  コロナ社, ISBN 978-4-339-01333-7 (2015) 

  日本音響学会編（分担執筆）第 9 章 

 

 

II. 論文等 

⚫ 学術論文 

1. The optimum level of music listened to in the presence of noise. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 3 (2), 

(1982), 55-65 

Yôiti Suzuki, Toshio Sone, Hisanori Kanasashi, Yasuo Mafune, and Jiro Soma 

2. The loudness of repeated impact sound (A study on the loudness of impact sound. IV), J. Acoust. Soc. 

Jpn. (E), 3 (4), (1982), 231-238 

Masazumi Kumagai, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

3. A study on the time constant for an impulse sound level meter (A study on the loudness of impact 

sound. V), J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 5 (1), (1984), 31-36. 

Masazumi Kumagai, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

4. Optimum frequency response characteristics for music reproduction in the presence of noise. J. 

Acoust. Soc. Jpn. (E), 6 (3), (1985), 161-170. 

Yôiti Suzuki, Toshio Sone, and Jiro Soma 

5. Some consideration on the auditory perception of ultrasound and its effects on hearing. J. Acoust. Soc. 

Jpn. (E), 6 (1), (1985), 3-8. 

Shunichi Kono, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone, 

6. A new FFT algorithm of Radix 3, 6 and 12. IEEE Trans. on Acoustics, Speech, and Signal Processing, 
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34 (2), (1986), 380-383. 

Yôiti Suzuki, Toshio Sone, and Ken’iti Kido 

7. Loudness of a single burst of impact sound: Results of round robin tests in Japan (I). J. Acoust. Soc. 

Jpn. (E), 7 (3), (1986), 173-182. 

Toshio Sone, Yôiti Suzuki, Takahashi, Toshiya, and Masazumi Kumagai 

8. Loudness and noisiness of a repeated impact sound: Results of round robin test in Japan (II). J. 

Acoust. Soc. Jpn. (E), 8 (6), (1987), 249-261. 

Toshio Sone, Kiyoto Izumi, Shunichi Kono, Yoiti Suzuki, Yasunori Ogura, Masazumi 

Kumagai, Hajime Miura, Hisasi Kado, Hideki Tachibana, Kozo Hiramatsu, Seiichiro, Namba, 

Sonoko Kuwano, Otoichi Kitamura, Minoru Sasaki, Masanao Ebata, and Takashi Yano 

9. Growth of the loudness of a tone burst with a duration up to 10 seconds. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 9 

(6), (1988), 295-300. 

Hisashi Takeshima, Yôiti Suzuki, Shunichi Kono, and Toshio Sone 

10. An experimental consideration of the evaluation of environmental noise with tonal components. J. 

Sound and Vibration, 127 (3), (1988), 475-484. 

Yôiti Suzuki, Shunichi Kono, and Toshio Sone 

11. 恒常法による心理音響実験の結果に最尤推定を適用した場合のパラメタ推定誤差の検討 . 

日本音響学会誌, 45 (6), (1989), 441-445. 

小倉泰憲，鈴木陽一，曽根敏夫 

12. 頭部伝達関数の模擬によるヘッドホン再生音像の定位. 日本音響学会誌, 45 (10), (1989), 

756-766. 

川浦淳一，鈴木陽一，浅野太，曽根敏夫 

13. Equal-loudness level contours for pure tone under free field listening conditions (I) -Some data and 

considerations on experimental conditions. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 10, (1989), 329-338. 

Seiki Suzuki, Yôiti Suzuki, Shunichi Kono, Masazumi Kumagai, Takeshi Fujimori, Hisashi 

Kado, and Hajime Miura 

14. Role of spectral cues in median plane localization. J. Acoust. Soc. Am, 88 (1), (1990), 159-168. 

Futoshi Asano, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

15. マスクトスペクトルの保存条件に基づくラウドネス回路の特性設計に関する考察. 日本音

響学会誌, 46 (9), (1990), 736-746. 

小澤賢司, 鈴木陽一, 曽根敏夫, 千葉俊一, 相馬次郎, 香野俊一 

16. A digital hearing aid that compensates loudness for impaired listeners and its performance. J. Acoust. 

Soc. Am., 88 (Suppl.1), (1990), S169. 

Yôiti Suzuki, Futoshi Asano, Tetsuya Hayashi, Toshio Sone, Seiji Kakehata, Mitsuaki Satake, 

Kenji, Ohyama, Toshimitsu Kobayashi, and Tomonori Takasaka 

17. Cross-spectral expression of vibration intensity for bending vibration. J. Acoust. Soc. Korea, 9, 

(1990), 51-59. 

Chai Bong Lee, Yôiti Suzuki, Shunichi Kono, and Toshio Sone 

18. ラウドネス補償特性を有するディジタル補聴器の一構成法. 日本音響学会誌, 47 (6), (1991), 

373-379. 

浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫, 林哲也, 佐竹充章, 大山健二，小林俊光，高坂知節 

19. Sound Localization in headphone reproduction by simulating transfer functions from the sound 
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source to the external ear. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 12 (5), (1991), 203-216. 

Junichi Kawaura, Yôiti Suzuki, Futoshi Asano, and Toshio Sone 

20. A temporal integration model for loudness perception of repeated impulsive sounds. J. Acoust. Soc. 

Jpn. (E), 12 (1), (1991), 1-11. 

Yasunori Ogura, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

21. Evaluation of steady noise from a multi-dimensional point of view". Journal of Sound and Vibration, 

151 (3), (1991), 519-528. 

Hisashi Takeshima, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

22. 小型ヘッドホンの微少なビリつき音の検出方法. 日本音響学会誌, 47 (7), (1991), 484-490. 

鈴木陽一, 神戸顕一郎, 小澤賢司, 曽根敏夫, 青木茂雄 

23. Influence of an interfering noise on the sound localization of a pure tone. J. Acoust. Soc. Jpn(E), 14 

(5), (1993), 327-339. 

Yôiti Suzuki, Takanori Yokoyama, and Toshio Sone 

24. A study on the measurement of one-dimensional vibration intensity carried by bending bibration in a 

beam. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 14 (1), (1993), 11-18. 

Chai Bong Lee, Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

25. Monaural phase effects on timbre of two-tone signals. J. Acoust. Soc. Am., 93 (2), (1993), 

1007-1011. 

Kenji Ozawa, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

26. Perceptual space for timbre of harmonic complex tones consisting of 20 to 40 components. J. Acoust. 

Soc. Jpn. (E), 14 (3), (1993), 209-212. 

Kenji Ozawa, Takashi Sueki, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

27. A new method for loudness evaluation of noises with impulsive components. Noise Control 

Engineering, 40 (3), (1993), 231-240. 

Yasunori Ogura, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

28. Adaptive feedback cancellation with frequency compression for hearing aids. J. Acoust. Soc. Am., 94 

(6), (1993), 3248-3254. 

Harry ADL Joson, Futoshi Asano, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

29. A 3-channel method for measuring one-dimensional vibration intensity. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 14 

(6), (1993), 457-458. 

Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

30. 振動場に応じた測定法の選択による 1 次元振動インテンシティ計測. 騒音制御工学会誌, 

17 (3), (1993), 11-14. 

鈴木陽一，岩谷幸雄，曽根敏夫 

31. Measurement of one-dimensional vibration intensity carried by bending vibration. J. Acoust. Soc. 

Korea, 12 (2E), (1993), 12-18. 

Chai Bong Lee, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

32. Information of loudness in aural communication. Interdisciplinary Information Sciences, 1 (1), 

(1994), 51-66. 

Toshio Sone, Yôiti Suzuki, Kenji Ozawa, and Futoshi Asano 

33. Critical rotating speed for a rotating around image. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 15 (3), (1994), 207-209. 

Toshio Harima, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 
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34. バイノーラル再生を利用した主観実験による音場シミュレータの性能評価. 日本音響学会

誌, 50 (5), (1994), 374-381. 

小澤賢司，高根昭一，鈴木陽一，曽根敏夫，宮島徹，田原靖彦 

35. 聴覚障害者の聴覚特性評価のための音素グルーピングの体系の提案. 日本音響学会誌, 50 

(8), (1994), 602-612. 

佐藤庄衛，浅野太，鈴木陽一，曽根敏夫 

36. Threshold hearing for pure tone under free-field listening conditions.. J. Acoust. Soc. Jpn. (E), 15 (3), 

(1994), 159-170. 

Hisashi Takeshima, Yôiti Suzuki, Masazumi Kumagai, Toshio Sone, Takeshi Fujimori, and 

Hajime Miura 

37. 片近傍場における 1 次元振動インテンシティの 4 チャネル法計測に伴う誤差. 日本音響

学会誌, 50 (7), (1994), 529-539. 

岩谷幸雄，鈴木陽一，坂田真人，曽根敏夫 

38. 境界要素法を用いた 3 次元空間音場のインパルス応答の推定方法について. 日本音響学会

誌, 50 (3), (1994), 188-197. 

高根昭一, 山田祐生, 鈴木陽一，曽根敏夫 

39. A method for simulating the HRTF’s considering head movement of listeners. J. Acoust. Soc. Jpn. 

(E), 15 (2), (1994), 117-119. 

Kazutaka Abe, Futoshi Asano, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

40. An optimum computer-generated pulse signal suitable for the measurement of very loping impulse 

response. J. Acoust. Soc. Am., 97 (2), (1995), 1119-1123. 

Yôiti Suzuki, Futoshi Asano, Hack-Yoon Kim, and Toshio Sone 

41. Weighted RLS adaptive Beamformer with initial directivity. IEEE, Trans. On Speech and Audio 

Processing, 3 (5), (1995), 424-428. 

Futoshi Asano, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

42. 2 段階評定尺度法と 1 段階評定低尺度法によるラウドネス関数の測定. Audiology Japan, 38 

(6), (1995), 803-816. 

鈴木陽一，伊勢友彦，浅野太，曽根敏夫，大山健二，高坂知節 

43. 1 次元振動インテンシティにおける近傍場成分の影響. 日本音響学会誌, 51 (10), (1995), 

763-768. 

西村竜一，岩谷幸雄，鈴木陽一，曽根敏夫 

44. A consideration on the difference limen for timber of complex tones consisting of higher harmonics. 

J. Acoust. Soc. Jpn (E), 17 (2), (1996), 105-108. 

Hisashi Uematsu, Kenji Ozawa, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 
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Hearing Aid Research and Development, (1995).  

Takahashi S, Hirano K, Kawase T, Hidaka H, Suzuki Y and Takasaka T 

3. A portable digital hearing aid with narrow-band loudness compensation. Hearing Aid Research and 

Development, (1995). 

Yôiti Suzuki, Futoshi Asano, Toshio Sone, Tomonori Takasaka, Masanao Ohashi, and Kiminori 

Yamaguchi  

4. The clinical evaluation of a portable digital hearing aid with narrow-band loudness compensation 

(second report). 20th Association for Research in Otolaryngology (ARO), (1997), 29. 

H. Hidaka, T. Kawase, S. Takahashi, K. Hirano, N. Ueda, N. Sasaki, T. Takasaka, K. Ozawa, Y. 

Suzuki, and T. Sone 

5. Apparent effects of compression with short time constant on the perception of intensity 

discrimination. 21st American for Research in Otolaryngology (ARO), (1998), 103. 

Hiroshi Hidaka, Tetsuaki Kawase, Yôiti Suzuki, Kenji Ozawa, and Toshio Sone 

6. Apparent change of masking pattern by the use of digital hearing aid "CLAIDHA". 21st American for 

Research in Otolaryngology (ARO), (1998), 103. 

Naoko Sasaki, Tetsuaki Kawase, Hiroshi Hidaka, Kenji Ozawa, Yôiti Suzuki, and Toshio Sone 

7. The effects of contralateral noise on intensity difference limen and psychophysical tuning curve in 

background masker. 21st American for Research in Otolaryngology (ARO), (1998). 

Tetsuaki Kawase, Hiroshi Hidaka, Tomonori Takasaka, Kenji Ozawa, Yôiti Suzuki, and Toshio 

Sone 

8. Digital hearing aids compensating for the loudness recruitment: principles and outcomes. Hearing 

International Kyoto Symposium’99, 18, (1999). 

Yôiti Suzuki, Tetsuaki Kawase, Tomonori Takasaka, Toshio Sone 

9. Auditory search asymmetry with pure tone, narrow-band noise, amplitude-modulated tone, and 

frequency-modulated tone. 139th Meeting of the Acoustical Society of America, 107, (2000), Atlanta, 

USA. 

Noriaki Asemi, Yoichi Sugita, and Yôiti Suzuki 

10. Equal-loudness contours at high frequencies reconsidered. 141st Meeting of the Acoustical Society of 

America, 109, (2001), Chicago, USA. 

Rhona Hellman, Hisashi Takeshima, Yôiti Suzuki, Kenji Ozawa, and Toshio Sone 

11. Self-motion perception and auditory information. Workshop on Spatial and Binaural Hearing. (2003). 

Yôiti Suzuki, Shuichi Sakamoto, and Jiro Gyoba 

12. Phase rotation thresholds and its use in watermarking technique. 145th Meeting of the Acoustical 

Society of America, (113), (2003), Nashville, USA. 

Aleksander Sek, Yôiti Suzuki, Ryouichi Nishimura, and Kotaro Sonoda 

13. Effects of speech-rate and pause duration on sentence intelligibility in younger and loder 

normal-hearing listeners. 149th Meeting of the Acoustical Society of America, 5aSC4, (2005), 

Minneapolis, USA. 

Akihiro Tanaka, Shuichi Sakamoto and Yôiti Suzuki 

14. Adjustment of interaural time difference in head related transfer functions based on listeners’ 

anthropometry and its effect on sound localization. 149th Meeting of the Acoustical Society of 
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America, (2005), Minneapolis, USA. 

Yôiti Suzuki, Kanji Watanabe, Yukio Iwaya, Jiro Gyoba, and Shoichi Takane 

15. Effect of two-band dichotic listening for hearing impaired listeners. 149th Meeting of the Acoustical 

Society of America, 5aSC25, (2005), Minneapolis, USA. 

Shuichi Sakamoto, Atsunobu Murase, Yôiti Suzuki, Tetsuaki Kawase, and Toshimitsu 

Kobayashi 

16. Roles of frequency information and spatial information in auditory search. 150th Meeting of the 

Acoustical Society of America, 2aPP13, (2005), Providence, USA. 

Yôiti Suzuki, Masato Saze, Yoichi Sugita, Noriaki Asemi and Shuichi Sakamoto 

17. The young person’s recreational sound environment and hearing protection (Invited Lecture). 4th 

Joint meeting of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), 

Honolulu, USA. 

Yôiti Suzuki, and Fumitaka Saito 

18. Individuality of elevation-angle-sensitive notches in head-related transfer functions. 4th Joint meeting 

of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, USA. 

Saho Sekimoto, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

19. Influence of familiarity on spoken word recognition (Invited Lecture). 4th Joint meeting of the 

Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, USA. 

Shigeaki Amano, Tadahisa Kondo, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

20. Word and mora intelligibility in “Familiarity-controlled word-lists 2003 (FW03)”. 4th Joint meeting 

of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, USA. 

Tadahisa Kondo, Shigeaki Amano, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

21. Effects of dichotic listening for hearing impaired people. 4th Joint meeting of the Acoustical Society 

of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, USA. 

Ai Sasaki, Atsunobu Murase, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, Tetsuaki Kawase, and 

Toshimitsu Kobayashi 

22. A new speech enhancement method for two-input two-output hearing aids (Invited Lecture). 4th Joint 

meeting of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, 

USA. 

Junfeng Li, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Satoshi Hongo 

23. Development of word lists for word intelligibility tests in Japanese (Invited Lecture). 4th Joint 

meeting of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, 

USA. 

Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, Shigeaki Amano, and Tadahisa Kondo 

24. Binaural speech enhancement by complex wavelet transform based on interaural level and argument 

differences. 4th Joint meeting of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, 

(2006), Honolulu, USA. 

Satoshi Hongo and Yôiti Suzuki 

25. Effects of Intermodal Timing difference and speed difference on auditory-visual speech perception. 

4th Joint meeting of the Acoustical Society of America and Acoustical Society of Japan, (2006), 

Honolulu, USA. 

Akihiro Tanaka, Shuichi Sakamoto, Komi Tsumura, and Yôiti Suzuki 
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26. Classification head-related transfer functions for an individualization procedure by a 

tournament-style listening-test (invited paper). 4th Joint meeting of the Acoustical Society of America 

and Acoustical Society of Japan, (2006), Honolulu, USA. 

Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

27. The new International Organization for Standardization (ISO) standard for the equal-loudness 

contours: Comparison to earlier contours and procedures. 151st Meeting of Acoustical Society of 

America, (2006), Salt Lake City, USA. 

Yôiti Suzuki, and Hisashi Takeshima 

28. The perception of spectrally compressed noise-vocoded speech sound. 9th Japan-Taiwan conference 

in Otolaryngology, Head and Neck Surgery, (2007). 

Tetsuaki Kawase, Yoko Hori, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Toshimitsu Kobayashi 

29. A New Self-adaptive Digital Audio Watermarking. Japan-China Joint Conference of Acoustics 2007, 

(2007). 

Huiqin Wang, Ryouichi Nishimura, and Yôiti Suzuki 

30. Error robust transmitting for speech signal using Multiple Description Quantization. Joint 

international Conference of the 4th International Symposium on System Construction of 

Global-Network-Oriented Information Electronics and Student-Organaizing International 

Mini-conference on Information Electronics system, (2007). 

Ho-seok Wey, Ryouichi Nishimura, and Yôiti Suzuki 

31. Effects of FM sounds on the perceived magnitude of self-motion induced by vestibular information. 

9th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2008), Hamburg, Germany. 

Shuichi Sakamoto, Maori Kobayashi, Mikio Seto, Kenzo Sakurai, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 

32. Effects of tonal organization on synchrony-asynchrony discrimination of cross-modal and 

intra-modal stimuli. 9th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2008), Hamburg, 

Germany. 

Maori Kobayashi, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki 

33. Effect of vestibular information on sound source distance travelled estimation. 10th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2009), Hamburg, Germany. 

Shuichi Sakamoto, Fumimasa Furune, Wataru Teramoto, Kenzo Sakurai, Jiro Gyoba, and Yôiti 

Suzuki 

34. Multimodal integration in perceiving direction of self-motion from visual and vestibular stimulation. 

10th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2009), New York, USA. 

Toshio Kubodera, Philip M. Grove, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Kenzo Sakurai 

35. Audio-visual synchrony perception for stimulus onset and offset. 10th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2009), New York, USA. 

Maori Kobayashi, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

36. Spatial integration of audio-visual information in the peripheral visual field. 10th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2009), New York, USA. 

Dae-Gee Kang, Ryota Miyauchi, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

37. Completion of a visual motion representation by auditory information. 10th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2009), New York, USA. 

Wataru Teramoto, Souta Hidaka, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 
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38. Effect of tone-sequence frequency changes on visible persistence of apparently moving visual stimuli. 

10th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2009), New York, USA. 

Souta Hidaka, Wataru Teramoto, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 

39. Intra- and inter-modal completion of a visual motion representation. 32nd European Conference on 

Visual Perception (ECVP’09), (2009), Regensburg, Germany. 

Wataru Teramoto, Souta Hidaka, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 

40. Perception of audio-visual spatial disparity in the peripheral visual field. 2nd Student Organizing 

International Mini-Conference on Information Erectronics Systems, (2009). 

Dae-Gee Kang, Ryota Miyauchi, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

41. Effects of the alternation of sounds on the perceived direction of visual motion. 33rd European 

Conference on Visual Perception (ECVP’10), (2010), Lausanne, Switzerland. 

Wataru Teramoto, Souta Hidaka, Yoichi Sugita, Shuichi Sakamoto, Jiro Gyoba, Yukio Iwaya, 

and Yôiti Suzuki 

42. Multimodal integration in perceiving direction of self-motion from real somatic motion and 

orthogonally directed optic flow pattern. 2010 Asia-Pacific Conference on Vision (APCV), (2010), 

Taipei, Taiwan. 

Toshio Kubodera, Philip Grove, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki and Kenzo Sakurai 

43. The contribution of spectral-cue-based sound localization to illusory visual motion perception. 11th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Wataru Teramoto, Yuko Manaka, Souta Hidaka, Yoichi Sugita, Ryota Miyauchi, Shuichi 

Sakamoto, Jiro Gyoba, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

44. Temporal properties of multimodal integration in perceiving direction of self-motion from visual and 

vestibular information. 11th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, 

UK. 

Toshio Kubodera, Philip M. Grove, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Kenzo Sakurai 

45. Bimodal training of speech understating with highly distorted speech sound. 11th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Mika Sato, Tetsuaki Kawase, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Toshimitsu Kobayashi 

46. Audio-visual synchrony perception of simplified speech sound heard as speech and non-speech. 11th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Kaori Asakawa, Akihiro Tanaka, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

47. Sound can induce illusory visual motion perception. 11th International Multisensory Research Forum 

(IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Souta Hidaka, Wataru Teramoto, Yoichi Sugita, Yuko Manaka, Ryota Miyauchi, Shuichi 

Sakamoto, Jiro Gyoba, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

48. Multi-modally perceived direction of self-motion from orthogonally directed visual and vestibular 

stimulation. 2010 Vision Sciences Society (VSS) annual meeting, (2010). 

Kenzo Sakurai, Toshio Kubodera, Philip Grove, Shuichi Sakamoto and Yôiti Suzuki 

49. Audio-visual temporal perception for perceptually simplified speech sound and natural face image. 

5th International Symposium on Medical, Bio- and Nano-Electronics in Sendai, (2010), Sendai, 

Japan. 

Kaori Asakawa, Akihiro Tanaka, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 
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50. Sound localization in a remote place via an avatar robot synchronizing to listener’s head rotation. 11th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Yukio Iwaya, Makoto Otani, Yusuke Masuyama, and Yôiti Suzuki 

51. Inverse effectiveness in the visual evoked potential. 11th International Multisensory Research Forum 

(IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Maori Kobayashi, Yuko Manaka, Wataru Teramoto, Souta Hidaka, Yoichi Sugita, Yôiti Suzuki 

52. Latencies for the crossmodal release of motion-induced blindness. 11th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Michiaki Shibata, Yousuke Kawachi, Satoshi Yairi, Yukio Iwaya, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 

53. Audio-visual peripheral localization disparity in the median plane. 11th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

DaeGee Kang, Ryota Miyauchi, Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki 

54. Sounds can induce illusory visual motion perception. 11th International Multisensory Research 

Forum (IMRF), (2010), Liverpool, UK. 

Souta Hidaka, Wataru Teramoto, Yoichi Sugita, Yuko Manaka, Ryota Miyauchi, Shuichi 

Sakamoto, Jiro Gyoba, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

55. Perceived direction of self-motion from upward/downward vestibular and orthogonally directed 

visual stimulation. 2011 Vision Sciences Society (VSS) annual meeting, (2011). 

Kenzo Sakurai, Toshio Kubodera, Philip Grove, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

56. Perceived direction of self-motion from vestibular and orthogonally directed visual stimulation for 

supine observers. 34th European Conference on Visual Perception (ECVP’11), (2011), Toulouse, 

France. 

Kenzo Sakurai, Toshio Kubodera, Philip Grove, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

57. Direct contribution of auditory motion information to sound-induced visual motion perception. 12th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Souta Hidaka, Wataru Teramoto, Yoichi Sugita, Yuko Manaka, Shuichi Sakamoto, and Yôiti 

Suzuki 

58. The sense of verisimilitude has different spatial-temporal characteristics from those producing the 

sense of presence in the evaluation process of audiovisual contents. 12th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Takayuki Kanda, Akio Honda, Hiroshi Shibata, Nobuko Asai, Wataru Teramoto, Shuichi 

Sakamoto, Yukio Iwaya, Jiro Gyoba, and Yôiti Suzuki 

59. Distortion of auditory space during linear self-motion. 12th International Multisensory Research 

Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Wataru Teramoto, Fumimasa Furune, Shuichi Sakamoto, Jiro Gyoba and Yôiti Suzuki 

60. Sound localization in the coexistence of visually induced self-motion and vestibular information. 12th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Hideaki Terashima, Zhenglie Cui, Shuichi Sakamoto, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

61. Audio-visual peripheral localization disparity. 12th International Multisensory Research Forum 

(IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Ryota Miyauchi, Dae-Gee Kang, Yukio Iwaya, and Yôiti Suzuki 

62. Detection thresholds of sound image movement deteriorate during sound localization. 12th 
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International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Kagesho Ohba, Yukio Iwaya, Akio Honda, Yôiti Suzuki 

63. The effects of head movement and accurate proprioceptive feedback in training of sound localization. 

12th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Akio Honda, Hiroshi Shibata, Souta Hidaka, Jiro Gyoba, Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki 

64. Sound localization in the coexsistence of visually induced self-motion and vestibular information. 

12th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Fukuoka, Japan. 

Hideaki Terashima, Zhenglie Cui, Shuichi Sakamoto, Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki 

65. Perceived direction of self-motion from orthogonally directed visual and vestibular stimulation in 

passive and active observation. 12th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), 

Fukuoka, Japan. 

Kenzo Sakurai, Toshio Kubodera, Philip M. Grove, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

66. Human Multimodal Perception for Future High-definition Communications. National Tsing Hua 

University and Tohoku University Bilateral Workshop, (2011), Sendai, Japan. 

Yôiti Suzuki, Yukio Iwaya, Shuichi Sakamoto, and Takuma Okamoto 

67. Effects of full body vibration to perceived sense of verisimilitude and sense of presence. 12th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), (2012), Oxford, UK. 

Shuichi Sakamoto, Gen Hasegawa, Akio Honda, Yukio Iwaya, Yôiti Suzuki and Jiro Gyoba 

68. Visual benefit in bimodal training with highly distorted speech sound. 12th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2012), Oxford, UK. 

Mika Sato, Tetuaki Kawase, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Toshimitsu Kobayashi 

69. Minimum audible angle at the subjective front during active and passive listener’s head rotation. 

166th Meeting of the Acoustical Society of America, 2pPP2, (2013), San Francisco, USA. 

Yôiti Suzuki, Kagesho Ohba, Akio Honda, Shuichi Sakamoto, and Yukio Iwaya 

70. Difference of the perceived auditory space between walking and passive self-motion. 166th Meeting 

of the Acoustical Society of America, 2pPP3, (2013), San Francisco, USA. 

Shuichi Sakamoto, Hideaki Terashima, Wataru Teramoto, Yôiti Suzuki, and Jiro Gyoba 

71. Distortion of auditory space during linear vection. 36th European Conference on Visual Perception 

(ECVP’13), (2013), Breman, Germany. 

Wataru Teramoto, Zhenglie Cui, Kazuki Moishi, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki and Jiro 

Gyoba 

72. Distortion of auditory space during visually induced self-acceleration. 14th International Multisensory 

Research Forum (IMRF), (2013), Jerusalem, Israel. 

Wataru Teramoto, Zhenglie Cui, Kazuki Moishi, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Jiro 

Gyoba 

73. Minimum audible angle at subjective front during listener’s head rotation. 14th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2013), Jerusalem, Israel. 

Yôiti Suzuki, Kagesho Ohba, Shuichi Sakamoto, Akio Honda, and Yukio Iwaya 

74. Listener’s head rotation affects their sound localization acuity at the subjective front. Motion tracking 

and moving audio, (2014). 

Akio Honda, Yôiti Suzuki, Yoji Masumi, Kagesho Ohba, Shuichi Sakamoto, and Yukio Iwaya 

75. Perceived reality in multimodal content as a function of synchrony between vibration and 
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audio-visual information. 15th International Multisensory Research Forum (IMRF), (2014), 

Amsterdam, Netherlands. 

Shuichi Sakamoto, Emi Takahashi, Yôiti Suzuki, and Jiro Gyoba 

76. Contribution of detailed parts around talker’s mouth for audio-visual speech perception. 167th 

Meeting of the Acoustical Society of America, 5aPP25, (2014), Providence, USA. 

Shuichi Sakamoto, Gen Hasegawa, Toru Abe, Tomoko Ohtani, Yôiti Suzuki, and Tetsuaki 

Kawase 

77. Evaluation of a high-order Ambisonics decoder for irregular loudspeaker arrays through reproduced 

field measurements. 167th Meeting of the Acoustical Society of America, 2pSP14, (2014), Providence, 

USA. 

Jorge Trevino, Takuma Okamoto, Yukio Iwaya, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

78. Embedding distance information in binaural renderings of far field recordings. EAA Joint 

Symposium on Auralization and Ambisonics 2014, (2014), Kraków, Poland. 

Cesar Salvador, Shuichi Sakamoto, Jorge Trevino, and Yôiti Suzuki 

79. Effects of a movie of speaker’s irrelevant speech utterance on recall tasks. 16th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2015), Pisa, Italy. 

Tomoko Ohtani, Shun Torai, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

80. Passive horizontal rotation affects sound localization acuity at the subjective front. 16th International 

Multisensory Research Forum (IMRF), (2015), Pisa, Italy. 

Akio Honda, Yoji Masumi, Yôiti Suzuki, and Shuichi Sakamoto 

81. Effects of a listener’s very slow rotation on sound localization accuracy. 5th Joint Meeting of the 

Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan, 5aSP13, (2016), Honolulu, USA. 

Sayaka Tsunokake, Akio Honda, Yôiti Suzuki, and Shuichi Sakamoto 

82. Relationship between speech intelligibility and objective measures in sound fields with a discrete 

long-path echo, 5th Joint Meeting of the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of 

Japan, 3pEA5, (2016), Honolulu, USA. 

Hayato Sato, Masayuki Morimoto, Yusuke Miyagawa, and Yôiti Suzuki 

83. A nested beamforming approach to sound source separation using an array-of-arrays recording 

system. 5th Joint Meeting of the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan, 

4aPPa44, (2016), Honolulu, USA. 

Jorge Trevino, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

84. Sound field interpolation in the spatial domain with a rigid spherical microphone array. 5th Joint 

Meeting of the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan, 1aSP2, (2016), 

Honolulu, USA. 

Cesar Salvador, Shuichi Sakamoto, Jorge Trevino, Yôiti Suzuki 

85. Auditory space perception during self-motion. 5th Joint Meeting of the Acoustical Society of America 

and the Acoustical Society of Japan, 1pPP4, (2016), Honolulu, USA. 

Shuichi Sakamoto, Wataru Teramoto, Akio Honda, Yôiti Suzuki, Jiro Gyob 

86. Optimization of speech presentation in mass-notification sound systems based on word intelligibility. 

5th Joint Meeting of the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan, 3pEA4, 

(2016), Honolulu, USA. 

Shuichi Sakamoto, Zhenglie Cui, Masayuki Morimoto, Yôiti Suzuki 
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87. Effect of vertical vection on vertical sound localization. 17th International Multisensory Research 

Forum (IMRF), (2016), Suzhou, China. 

Zhenglie Cui, Shuichi Sakamoto and Yôiti Suzuki 

88. Effect of visual and vestibular information on auditory space perception. 171st Meeting of the 

Acoustical Society of America, 5aPP5, (2016), Salt Lake City, USA. 

Shuichi Sakamoto, Keishi Hanakago, Zhenglie Cui, Wataru Teramoto, Yôiti Suzuki, and Jiro 

Gyoba 

89. Recording of extended sound fields using spherical microphone arrays and a-priori knowledge of the 

sound source positions. 171st Meeting of the Acoustical Society of America, 3aSP1, (2016), Salt 

Lake City, USA. 

Jorge Trevino, Keigo Wakayama, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, Hideaki Takada, and 

Manabu Okamoto 

90. Applications of operator theory and symmetry arguments to sound field recording and reproduction. 

174th Meeting of the Acoustical Society of America, (2017), New Orleans, USA. 

Jorge Trevino, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

91. Effects of listener’s whole-body rotation and sound duration on sound localization accuracy. 174th 

Meeting of the Acoustical Society of America, (2017), New Orleans, USA. 

Akio Honda, Sayaka Tsunokake, Yôiti Suzuki, and Shuichi Sakamoto 

92. Enhancing the effect of full-body vibration generated from audio signal on perceived reality. 18th 

International Multisensory Research Forum (IMRF), 147, (2017), Nashville, USA. 

Zhenglie Cui, Hiroyuki Yagyu, Shuichi Sakamoto, Yôiti Suzuki, and Jiro Gyoba 

93. Application of time-domain near-field acoustical holography to the high-order ambisonics 

presentation of moving sound sources, 176th Meeting of the Acoustical Society of America, 5aSP5, 

(2018), Victoria, Canada. 

Jorge Trevino, Shuichi Sakamoto, and Yôiti Suzuki 

94. Effects of auditory selective attention on word intelligibility and detection threshold of narrow-band 

noise, 176th Meeting of the Acoustical Society of America, 3aPP26, (2018), Victoria, Canada. 

Ryo Teraoka, Shuichi Sakamoto, Zhenglie Cui, Yôiti Suzuki, and Satoshi Shioiri 

 

⚫ 国内会議議事録 

1. ヘッドホンの音響特性評価用試作システムについて 異常音検出を主眼として. 電子情報通

信学会技術報告, (1987) 

田中淳, 鈴木陽一, 香野俊一, 曽根敏夫, 青木茂雄 

2. ラウドネス回路の特性の最適化に関する実験的検討. 電子情報通信学会技術報告, (1987) 

小沢賢司, 鈴木陽一, 香野俊一, 曽根敏夫, 千葉俊一, 相馬次郎 

3. 等ラウドネス特性の周波数依存性に関する考察 II 自由音場における等ラウドネス曲線の

再検討. 電子情報通信学会技術報告, (1988) 

鈴木聖記, 鈴木陽一, 香野俊一, 曽根敏夫, 熊谷正純, 三浦甫, 賀戸久, 武藤喜八 

4. クロススペクトル法を用いた振動インテンシティの計測手法に関する一考察. 電子情報通

信学会技術報告, (1988) 

LEE C-B, 鈴木陽一 , 香野俊一, 曽根敏夫 

5. 衝撃音の繰り返し率とラウドネスの関係 ラウドネス知覚における分離と連続 電子情報通
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信学会技術報告, (1988) 

小倉泰憲, 鈴木陽一, 曽根敏夫 

6. 近距離音像の距離定位に関する一考察. 電子情報通信学会技術報告, (1990) 

鈴木和憲, 小沢賢司, 鈴木陽一, 曽根敏夫, 千葉俊一 , 竹内興二, 後藤秀治 

7. 土中打撃に伴う振動の地表伝搬の解析. 電子情報通信学会技術報告, (1990) 

岩上直樹, 鈴木陽一 , 曽根敏夫, 境友昭 

8. 小型ヘッドホンの微小なビリつき音の検出手法に関する考察. 電子情報通信学会技術報告, 

(1990) 

 鈴木陽一, 神戸顕一郎, 小沢賢司, 曽根敏夫, 青木茂雄 

9. 適応マイクロホンアレイを用いた補聴器のための雑音抑圧手法に関する一考察. 電子情報
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33. 時間引き伸ばしパルスの設計法に関する考察. 電子情報通信学会技術報告, (1992) 

鈴木陽一, 浅野太, 曽根敏夫  
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48. 広帯域雑音のスペクトル包絡と音色の知覚過程に関する考察. 電子情報通信学会技術報告, 

(1993) 

小沢賢司, 小泉正樹, 鈴木陽一, 曽根敏夫 

49. 高次高調波成分のみからなる複合音の音色弁別過程に関する一考察. 電子情報通信学会技

術報告, (1993) 
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52. 4 チャネル法による振動インテンシティ計測の近傍場を考慮した誤差解析. 音講論, (1993) 
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 高根昭一, 鈴木陽一, 曽根敏夫 
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77. 恒常法パラメタが等ラウドネスレベル測定結果に与える影響について. 音講論, (1994) 

 竹島久志, FASTL H , 鈴木陽一, 熊谷正純, 曽根敏夫 

78. TDH-49, HDA-200, NEDO-H3 イヤホンの標準等価最小可聴値の測定. 音講論, (1994) 
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 KIM H-Y , 西村竜一 , 浅野太, 鈴木陽一 , 曽根敏夫 

81. Gram-Schmidt の直交化を用いたアクティブ音場制御における制御音源配置の最適化. 電子
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浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫  

82. 短時間振幅スペクトル推定を用いた 2 チャネル音声強調法について. 電子情報通信学会技術
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浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫, KIM H-Y 

83. 多点制御を用いた頭部伝達関数模擬における物理的模擬精度と聴感上の模擬精度. 電子情

報通信学会技術報告, (1995) 

KIM H-Y, 阿部一任, 高根昭一, 浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫  

84. ウェーブレット変換を用いた音声強調による SN 比と明瞭度の改善効果に関する検討. 電子

情報通信学会技術報告, (1995) 

西村竜一, 浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫  
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 KIM H-Y , 西村竜一 , 浅野太, 鈴木陽一 , 曽根敏夫 

86. 等価最小可聴値のイヤホン依存性について TDH-49,HDA-200,NEDO-H3 イヤホンの標準等

価最小可聴値の測定 その二. 音講論, (1995) 

 浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫 

87. 短時間振幅スペクトル推定を用いた 2 チャネル音声強調法における振幅スペクトル推定に

ついて. 音講論, (1995) 

 KIM H-Y, 浅野太, 鈴木陽一, 曽根敏夫 

88. 等価音響アドミタンスを手掛りとした壁面音響特性評価の指針に関する検討 . 音講論, 
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 高根昭一 , 鈴木陽一 , 曽根敏夫   
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419. 音声了解度による屋外拡声システムの評価－総務省平成 23 年度 3 次補正予算による技術開

発－. 音講論, (2013) 

佐藤逸人，崔正烈，坂本修一，森本政之，鈴木陽一，青木雅彦，小池宏寿，高島 和博，
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青木雅彦，小池宏寿，高島和博，鶴秀生 

421. 調波ビーム成形適用における球状および円筒型マイクロホンアレイのロバスト性. 電子情

報通信学会技術報告, (2014) 

TREVINO Jorge, KOYAMA Shoichi, SAKAMOTO Shuichi, SUZUKI Yôiti 

422. 移動音源の球面調和関数符号化. 電子情報通信学会技術報告, (2014) 

TREVINO Jorge, OKAMOTO Takuma, IWAYA Yukio, SUZUKI Yôiti 

423. バイノーラルレンダリングのための小型マイクロホンアレイにおける距離情報編集. 電子

情報通信学会技術報告, (2014) 

SALVADOR Cesar, SAKAMOTO Shuichi, TREVINO Jorge, SUZUKI Yôiti 

424. マルチモーダル音空間知覚過程から災害対応技術まで-音空間情報学に関する最近の研究成
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鈴木陽一 

501. 音声と狭帯域雑音に対する空間的注意の効果の様相. 音講論, (2019) 

寺岡諒，坂本修一，崔正烈，鈴木陽一，塩入諭 

502. 球状マイクロホンアレイを用いた音場測定法による音空間共有型音場合成法の音場合成精

度の評価. 音講論, (2019) 

清水拓，トレビーニョ ホルヘ，坂本修一，鈴木陽一，伊勢友彦 

503. 音色知覚と音像定位の変化知覚に対する聴覚興奮パターンを用いた評価の試み. 音講論, 

(2019) 

日吉啓，鈴木陽一，坂本修一，MOORE Brian C. J. 

504. The effect of target speech distance on spatial auditory attention under multi-talker environment. 音

講論, (2019) 

MONASTEROLO Florent, SAKAMOTO Shuichi, SALVADOR Cesar, CUI Zhenglie, and 

SUZUKI Yôiti 
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